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近未来の情報爆発を背景に、電流とスピンの両方を利用するスピントロニクス材料に注目が集

っている。一般的なホイスラー合金は規則相においてハーフメタル性が発現することが知られて

きたが、近年の機械学習と第一原理計算による材料探索の結果、不規則状態の A2 構造の

(Fe86Co14)1-xAgx においてハーフメタル性を有する高いスピン偏極率が予測され、実験的にもスピ

ン偏極率の増大効果が観測されている[1]。このような特異なスピン偏極率の挙動を議論する手法

として、磁気円二色性(MCD)スペクトル測定は極めて有効であり、元素選択的に軌道磁気モーメ

ントとスピン磁気モーメントに分解して直接解析できる[2] 。本研究では、(Fe86Co14)1-xAgx の組成

傾斜薄膜についてMCDスペクトル解析を行い、組成と電子状態の関係性を調査した。 

SPring-8のBL25SUを利用し、Fe, Coの2元素についてL吸収端のMCDスペクトルを測定した。

測定試料は幅 10 mm×高さ 5 mmのMgO基板上に幅 9 mm×厚さ 30 nmで成膜されており、組成

傾斜の領域は幅方向に中心から 7 mm幅とした。組成が異なる 15点において各元素のMCDスペ

クトルを取得し、計 30本のスペクトルについて磁気総和則を

用いた計算によりスピン磁気モーメント、軌道磁気モーメン

トを定量的に算出し、これらの値の組成依存性を解析した。 

測定結果よりFeおよびCoのXMCDスペクトルについて、

Ag添加率に応じてL3, L2吸収端における強度がそれぞれ変化

する様子を確認することができた。さらに、Fig.1に示したよ

うにAgの添加率が増加すると Feの軌道磁気モーメントは増

加し、スピン磁気モーメントは減少する逆相関の関係がある

ことが確認された。 

本研究において、MCDスペクトルの測定データから組成と

電子状態の関係性を明らかにすることができた。加えて、磁

気総和則の計算結果から組成と磁気モーメントの相関関係を

明らかにできた。 
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Fig.1 MCD results of Fe 
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